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会津美里町水道事業ビジョンの策定について 

１ 水道事業ビジョンとは 

水道事業ビジョンとは、将来の水道の在り方と取り組み方針を示すための中長期計画です。近年、人口減

少や施設老朽化、災害対策など水道を取り巻く環境が大きく変化していることから、「新水道ビジョン（平成

25 年３月 厚生労働省）」や関連ガイドラインを踏まえつつ、持続可能な水道を確保するための方向性を整

理するものです。 

本町の水道事業は、昭和 28 年度（1953）に認可を受けた新鶴地域の簡易水道事業に始まり、70 年以

上の歴史を有しています。現行の「会津美里町水道事業ビジョン」（前ビジョン）が令和９年度に計画期間の

満了を迎えることから、引き続き安心・安全な水道水の安定供給を図るため、令和９年度を始期とする「会津

美里町水道事業ビジョン」（新水道ビジョン）の策定を進めます。 

 

２ 計画の位置づけ 

「水道事業ビジョン」は、町の「総合計画」に基づく上水道分野の個別計画であり、人口減少や老朽化する

施設に対応するため、将来にわたる「安全な水の安定供給」と「持続可能な事業運営」の道筋を具体化する

重要な計画です。策定にあたっては、「国土交通省新水道ビジョン」や「福島県水道ビジョン２０２０」等の整合

を図りながら策定します。 

なお、本ビジョンは令和９年度から令和 18 年度までの 10 年間を計画期間とし、必要に応じて内容の見直

しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県 

水道ビジョン

2020 

 
  

令和８年６月 17日 

    水道事業運営委員会 

会津美里町   

第４次総合計画 

持続 

給水人口や給水量が減少した

状況においても、健全かつ安定

的な事業運営が可能な水道 

[強靭な水道] 
[水道サービスの持続] 

50 年後、100 年後を見据えた水道の理想像を提示し、関係者間で認識を共有 

全ての国民が、いつで

もどこでも、水をおい

しく飲める水道 

[安全な水道] 

自然災害等による被災を最

小限にとどめ、被災した場

合であっても、迅速に復旧

できるしなやかな水道 

新水道ビジョン 

会津美里町水道事業ビジョン 

〇計画期間：令和９年度～令和 18 年度 

〇水道事業の現状評価・課題 

〇将来の事業環境 

〇地域の水道の理想像と目標設定 

〇推進する実現方策 

〇検討の手法とフォローアップ 
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３ 計画の策定体制 

本計画の策定にあたっては、以下の体制により策定を進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 計画の策定スケジュール 

期 日 事 業 内 容 備 考 

R8.6 月 定例会６月会議 常任委員会 水道事業ビジョンの説明、計画策定の趣旨説明 

R8.6月17日 第１回水道事業運営委員会 
水道事業ビジョンの説明、計画策定の趣旨説明、

策定スケジュール 

R8.7月31日 第２回水道事業運営委員会 
水道事業ビジョン（案）の修正、 

パブリックコメントについて説明 

R8.8～9 月 定例会９月会議（全員協議会） 
水道事業ビジョン（案）の説明、 

パブリックコメントのスケジュールについて説明 

R8.9～10 月 パブリックコメントの実施 町民の意見を公募 

R8.10 月 第３回水道事業運営委員会 
パブリックコメントの結果報告、 

水道事業ビジョン（案）の修正 

R8.12 月 定例会 12月会議  水道事業ビジョン（案) の提案・審議 
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